
第3種郵便物認可持率解説昭和52年3月22日（火）
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－
外
交
時
評

カ
i
タ
i
政
権
の

中
国・
ア
ジ
ア
政
策

中
嶋
嶺
雄（東京外語大学助教授）

カ
1
タ
l
政
権
の
誕
生
以
来、
は
や
ニ
カ
月
に
な

る。
ヵ
I
タ
1
政
権
は、
は
た
し
て
ア
メ
リ
カ
の
ア
ジ

ア
政
策
を
大
き
く
変
え
る
の
で
あ
ろ
う
か。
懸
案
の
米

中
国
交
正
常
化
は
い
よ
い
よ
近
い
将
来
に
実
現
す
る
の

で
あ
ろ
う
か。AV

－－
 

私
は、
こ
れ
ら
の
問
題
を
調べ
る
た
め
に、
先
月
中

l
下
伺
の
十
日
間、
ア
メ
uy
カ
を
訪
問
し
た。

ア
メ
リJ
カ
で
は、
国
務
省
の
第一
線
の
ス
タ
ッ
フ

（
た
と
え
ば
ハ
リ
1・
セ
イ
ヤ
l
中
国
部
長、
テ
I
ヴ

ィ
ド・
ブ
ラ
ウ
ン
台
湾
部
長
代
理）
や
民
主
党
ρ
陰
の

内
閣。
と
も
い
わ
れ
た
ブ
ル
ッ
キ
ン
グ
ス
研
究
所
の
ラ

ル
フ
・
ク
ラ
フ
氏、
外
交
評
論
家
の
ス
タ
ン
レ
1・
カ

l
ノ
ウ
氏、
そ
れ
に
昨
年
末、
ワ
シ
ン
ト
ン
郊
外
で
聞
か

れ
て
大
い
に
注
目
さ
れ
た
政
府
ス
タ
ッ
フ
と
有
力
な
中

国
学
者
の
会
議
（
ア
l
リ
ン
ト
ン
会
議）
の
主
催
者
で

あ
る
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
中
ソ
関
係
研
究
所

の
旧
知
の
学
者
た
ち、
同
じ
く
こ
の
会
識
に
出
席
し
た

J・
モ
l
レ
1
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
教
授
や
中
ソ
関
係

の
権
威
D
・
ザ
ゴ
リ
ア
教
授
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
立
大

学）
ら
の
学
者
た
ち、
東
郷
大
伎
を
は
じ
め
ワ
シ
ン
ト

ン
の
日
本
大
使
館
の
方
、々
日
本
の
特
派
員
諸
氏
ら
か

ら
多
面
的
に
意
見
を
聴
取
し、
短
期
間
で
は
あ
っ
た

が、
私
な
り
に
大
き
な
収
穫
を
得
た。

し
か
も、
私
が
訪
米
し
て
直
接
に
得
た
感
触
は、
日

本
に
い
て
新
間
報
道
念
ど
を
通
じ
て
印
象
づ
け
ら
れ
る

カ
1
タ
l
政
権
の
ア
ジ
ア
政
策
の
急
速
な
変
化
と
い
う

見
通
し
と、
あ
ま
り
に
も
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
ζ
と

に、
私
自
身
驚
か
ざ
る
を
得
・な
か
っ
た。

た
し
か
に、
在
韓
米
軍
撤
兵
問
題
や
中
国
政
策
な
ど

で
は、
大
統
領
選
挙
の
過
程
を
通
じ
て、
カ
ー
タ
1
政

権
が
大
き
く
軌
道
修
正
す
る
か
の
よ
う
な
ニ
ュ
ア
シ
ス

が
目
立
っ
た
の
で
あ
る
が、
や
は
り、
実
際
に
政
策
を

実
行
す
る
段
に
な
る
と
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
も
の
で

も
あ
ろ
う。

そ
し
て、
在
鶴
米
軍
撤
兵
問
題
は、
い
わ
ば
ニ
ク
ソ

ン
・
ド
ク
ト
リ
ン
（一
九
六
九
年）
以
来
の
ア
メ
リ
カ

の
既
定
方
針
で
も
あっ
て、
そ
れ
が
い
よ
い
よ
日
韓
に

の
ぼ
っ
て
き
た
と
い
う
乙
と
で
あ
り、
し
か
も、
そ
の

実
行
に
当
た
っ
て
は
四
J
五
年
の
期
間
を
設
け
て、
斡

国
お
よ
び
日
本
と
十
分
に
協
議
の
う
え、
段
階
的
に
実

施
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら、
そ
れ
は
決
し
て
急
激

な
政
策
の
変
化
で
は
あ
り
得
な
い。

い
わ
ゆ
る
人
権
問
題
が
同
時
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ

れ
た
と
と
が、
と
の
問
題
で
の
ア
メ
リ
カ
側
の
変
化
を

印
象
づ
け
た
が、
最
近
で
は、
人
権
問
題
と
安
全
保
障

は
次
元
の
異
な
っ
た
問
題
で
あ
る
と
の
認
践
が
次
第
に

深
ま
り
つ
つ
あ
る。

中
国
問
題
に
つ
い
て
は、
さ
ら
に
慎
重
で
あ
る
よ
う

に
思
わ
れ
た。
多
く
の
人
び
と
は、
ア
メ
リ
カ
の
選
択

い
か
ん
は
台
湾
の
将
来
に
と
っ
て
決
定
的
で
あ
る
だ
け

に、
い
わ
ゆ
る
「
日
本
方
式」
を
ア
メ
リ
カ
は
決
し
て

と
れ
な
い、
と
の
点
で一
致
し
て
い
る。

米
中
国
交
正
常
化
に
も
っ
と
も
積
極
的
な
意
見
を
も

っ
人
び
と
（
た
と
え
ば、
今
回、
国
家
安
全
保
障
会
議

（
N
S
C）
の
中
国
問
題
担
当
官
と
し
て
ホ
ワ
イ
ト
ハ

ウ
ス
入
り
し
た
M・
オ
ク
セ
ン
パ
1
グ
・
ミ
シ
ガ
ン
大

学
教
授
やい
前
出
の
D
・
ザ
ゴ
リ
ア
教
授）
で
さ
え、
米

中
正
常
化
に
あ
たっ
て
は
①
台
湾
の
社
会
制
度
に
大
き

な
変
更
を
加
え
な
い
②
ア
ジ
ア
の
軍
事
カ
バ
ラ
ン
ス
を

崩
さ
な
い
（
た
と
え
ば
ア
メ
リ
カ
の
軍
事
的
保
護
を
離

れ
た
台
湾
・お
よ
び
そ
の
海
域
へ
の
ソ
連
の
軍
事
的
影
響

力
の
浸
透
を
も
た
ら
さ
な
い、
と
の
考
慮
も
当
然
な
さ

れ
る）
③
台
湾
問
題
の
平
和
的
解
決

ーー
と
い
う
三
条

件
を
提
示
し
て
い
る。

。

ーー

結
局、
と
の
よ
う
な
条
件
の
も
と
で
ア
メ
リノ
カ
は

「
ア
メ
リ
カ
方
式」
を
創
造
し
・な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が、
そ
の
た
め
に
は、
ま
だ
時
間
が
か
か
る
と
い
う
の

が
私
の
得
た
強
い
感
触
で
あっ
た。
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外交時評-カーター政権の中国・アジア政策　時事解説-1977.03.22


